
Cisco Catalyst 9130アクセスポイント（9104
スタジアムアンテナ付き）の概要

このドキュメントでは、9104スタジアムアンテナ（C-ANT9104）を備えた Cisco Catalyst 9130
アクセスポイントの概要について説明し、電気仕様と取り付け手順を提供します。このアンテ

ナは、2.4 GHzで動作しデュアル 5 GHz Wi-Fi帯域をサポートする、8ポート偏波ダイバーシ
ティ超低サイドローブパッチアレイです。5 GHzでは、アンテナはビーム幅の切り替えとビー
ムのステアリングをサポートします。アンテナは、スタジアム、大規模な公共施設をサポート

します。平面およびマスト用の関節付きマウントが同梱されており、水平面および垂直面で調

整可能です。

•部品番号 C9130AXE-xは、認定された屋内アクセスポイントです。

• C9130AXE-x APとC-ANT9104アンテナで構成されるC9130AXE-STA-xバンドルは、工場
で組み立てられたバンドルであり、アリーナやスタジアムなどの屋内または屋外環境で使

用するための気象要素から保護されています。

（注）

•技術仕様（2ページ）
•方位角面および仰角面内放射パターン（3ページ）
•安全上の注意（6ページ）
•設置時の注意事項（7ページ）
•アンテナおよびブラケットキットの内容（9ページ）
•アンテナおよびブラケットの寸法（9ページ）
•アンテナの設置（12ページ）
•多関節ブラケットを使用した壁面または天井への取り付け（14ページ）
•ポールまたはマストへの取り付け（19ページ）
•アンテナへのアースの接続（20ページ）
•アクセスポイントへのイーサネットケーブルの接続（21ページ）
•アンテナの塗装（27ページ）
•ソーラーシールドの取り付け（27ページ）
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技術仕様
IoT5 GHzナロー

ビーム幅 20°
5 GHzナロー
ビーム幅 10°

5 GHzナロー
ビーム幅照準設

定

5 GHzワイド
ビーム幅

2.4 GHzパラメータ

50オーム50オーム50オーム50オーム50オーム50オーム公称入力イン

ピーダンス

2:12:12:12:12:12:1電圧定在波比

（VSWR）

6 dBi10 dBi10 dBi10 dBi7 dBi6 dBi最大利得

垂直偏波ポート A、C、
E、および Gは
垂直偏波

ポート A、C、
E、および Gは
垂直偏波

ポート A、C、
E、および Gは
垂直偏波

ポート A、C、
E、および Gは
垂直偏波

ポート Aおよ
びCは垂直偏波

偏波

ポート B、D、
F、および Hは
水平偏波

ポート B、D、
F、および Hは
水平偏波

ポート B、D、
F、および Hは
水平偏波

ポート B、D、
F、および Hは
水平偏波

ポートBおよび
Dは水平偏波

70°25°25°25°80°70°3dBビーム幅方
位角

70°25°25°25°25°70°3dBビーム幅仰
角

該当なし-30 dBr-30 dBr-30 dBr-21 dBr該当なしサイドローブレ

ベル

-15 dBr-30 dBr-30 dBr-30 dBr-20 dBr-15 dBr前面から背面へ

の比率

RJ45 PoEコネクタタイ

プ

59.7 cm（23.5インチ）幅

46.23 cm（18.2インチ）高さ

14.8 cm（5.8インチ）奥行

7.03 Kg（15.5ポンド）重量

IP 65水/異物の侵入

100 mph運用可能風速
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IoT5 GHzナロー
ビーム幅 20°

5 GHzナロー
ビーム幅 10°

5 GHzナロー
ビーム幅照準設

定

5 GHzワイド
ビーム幅

2.4 GHzパラメータ

太陽光照射なし：-20°C～ 60°C（-4°F～ 140°F）

太陽光照射あり、ソーラーカバー付き：50°C（122°F）まで

動作時の温度範

囲

-40°C～ 70°C（-40°F～ 158°F）保管時の温度範

囲

方位角面および仰角面内放射パターン
次の図は、C-ANT9104=アンテナの放射パターンを示しています。

図 2 : C9104：アンテナの放射パターン、スロット 0の無線
（2.4 GHz垂直）

図 1 : C9104：アンテナの放射パターン、スロット 0の無線
（2.4 GHz水平）
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図 4 : C9104：S1-S2ナロー 10°パターン（5 GHz水平）図 3 : C9104：S1-S2ナロー 0°パターン（5 GHz水平）

図 6 : C9104：S1-S2ワイド放射パターン（5 GHz垂直）図 5 : C9104：S1-S2ナロー 0°パターン（5 GHz垂直）
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図 8 : C9104：S1-S2ワイド放射パターン（5 GHz水平）図 7 : C9104：S1-S2ナロー 20°パターン（5 GHz水平）

図 10 : C9104：IoTアンテナ放射パターン（2.4 GHz垂直）図 9 : C9104：IoTアンテナ放射パターン（2.4 GHz水平）
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図 12 : C9104：AUX RF ASICアンテナの放射パターン（垂
直）

図 11 : C9104：AUX RF ASICアンテナの放射パターン（水
平）

安全上の注意

電源コードの近くにこのアンテナ取り付けることは危険です。安全のために、設置手順に従っ

てください。

危険

毎年、数百人の人がアンテナの設置時に死亡したり、負傷しています。これらの多くで、犠牲

となった人は感電死の危険性を認識していましたが、危険を避けるのに十分な対策を講じてい

ませんでした。

安全を確保し、適切に設置するために、次の安全に関する注意事項を読み、その指示に従って

ください。人命に影響する場合があります。

•今までにアンテナを取り付けたことがない場合は、自分自身と周囲の安全のため、専門家
に指示を仰いでください。シスコの営業担当者は設置するアンテナのサイズとタイプに応

じた取り付け方法を説明できます。

•安全性と性能を考慮して、設置場所を選択してください。電力線と電話回線は類似してい
ることに注意してください。どのような架空線であっても、感電事故の危険性があると見

なすようにします。

•電力会社にお問い合わせください。計画の内容を伝え、提案する設置方法を実際に見て確
認するように依頼してください。少しの手間をかけるだけで、人命へのリスクを避けるこ

とができます。
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•取り付けを開始する前に、取り付け手順を綿密に計画します。支柱やタワーを正常に設置
できるかどうかは、作業の連携に本質的に依存します。各作業員にそれぞれ特定のタスク

を割り当て、そのタスクの内容とタイミングを認識している必要があります。1人の作業
員が作業の責任者となって指示を出し、トラブルの兆候がないかをモニタします。

•アンテナを取り付けるときは、次の点に注意してください。

•金属製のはしごを使用しない。

•雨の日や風の強い日には作業しない。

•適切な衣服を着用する。靴底とかかと部分がゴム製の靴、ゴム製の手袋、長袖のシャ
ツまたはジャケットを着用する。

•組み立て部品が落下しかけた場合は、その場所から離れ、部品をそのまま落としてくださ
い。アンテナ、マスト、ケーブル、金属製の支線は、すべてが電流を非常によく通すこと

に留意してください。これらの部分のいずれかが電力線にわずかに触れただけでも、アン

テナと設置者を経由する電気回路が形成されます。この設置者は読者自身です。

•アンテナシステムのいずれかの部分が電力線に接触した場合は、触ったり自分で取り除い
たりしないでください。その代わりに、現地の電力会社にお問い合わせください。電力会

社の担当者が安全に取り除きます。

•電力線に事故が発生した場合は、すぐに有資格の緊急救助組織に連絡してください。

警告文やそれらの翻訳のリストについては、次の URLにある『Translated Safety Warnings for
Cisco Aironet Access Points』を参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/access_point/warnings/reference/guide/ap_warn1.html

設置時の注意事項
アンテナでは無線信号が送受信されるため、RF障害物や一般の干渉源の影響を受けやすく、
接続先デバイスのスループットが低下したり、範囲が小さくなる可能性があります。したがっ

て、最高のパフォーマンスを得るため、次のガイドラインに従ってください。

•アンテナを次のような金属製の障害物に近づけないでください。

•暖房

•空調ダクト

•大型天井トラス

•建物の上部構造

•主要な電源ケーブル配線

必要に応じて、剛性のコンジットを使用して、アンテナを低くしてこれらの障害物から遠

ざけます。
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•屋外環境では、アンテナを避雷器に接続し、適切な接地を確保してください。

•建物の建築部材の密度によって、信号が妥当な強度を維持しながら通過できる壁の枚数が
決まります。アンテナの設置場所を選択する前に、次のことを考慮してください。

•信号は、信号強度へのわずかな変化で、紙製およびビニール製の壁を透過します。

•信号は、信号強度の劣化なしで、中空でないプレキャストコンクリート製の壁を1～
2枚のみ透過します。

•信号は、信号強度の劣化なしで、コンクリート製およびウッドブロック製の壁を3～
4枚透過します。

•信号は、信号強度の劣化なしで、乾式壁または木製の壁を 5～ 6枚透過します。

•信号は、厚い金属製の壁では反射し、まったく透過しない可能性があります。

•信号は、間隔が 2.5～ 3.8 cm（1～ 1.5インチ）のフェンスや金網で反射される可能性
があります。フェンスがハーモニックリフレクタとして機能して、信号がブロックさ

れます。

•アンテナは、電子レンジや2GHzのコードレス電話から離して取り付けます。これらの製
品は、デバイスと同じ周波数範囲で動作するため、信号の干渉が発生する可能性がありま

す。

•タイトなサイドローブ構成のため、アンテナは RRMをサポートしていません。したがっ
て、チャネルと電力を戦略的に構成する必要があります。

•オーストラリアの規制により、無線のバンドのロックが有効になっています。

•コンソールポートを使用したコンソールへのアクセス

長さ 1メートル以下のコンソールケーブルを使用することをお勧めします。

終端されていないコンソールケーブル（デバイスまたは端末に接

続されていない）、または長さが 1メートルを超えるコンソール
ケーブルを使用すると、起動中に APで問題が発生する可能性が
あります。

（注）
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アンテナおよびブラケットキットの内容
図 13 :アンテナブラケットキットの内容

締め付け値数量パート番号

—2マウントフランジ1

—1取り付けアーム2

20.0 +/- 1.0 Nm4M8 x 20ネジ3

25.0 +/- 1.0 Nm2M8ナット4

5.5～ 6.0 Nm2ホース留め金（マスト/ポールマウントの
み）

5

3.0～ 3.5 Nm2止めネジ（マスト/ポールマウントのみ）6

アンテナおよびブラケットの寸法
次の図に示す寸法は、特に断りのない限り、すべてミリメートル単位です。
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図 14 :ブラケットおよびケーブルを取り付けたアンテナの寸法

アンテナ背面の圧力口および取り付けネジ穴の場所。

図 15 :アンテナ背面のネジ穴および圧力口の場所

関節付きマウントフランジの取り付け穴の場所。

VESA 75マウントパターン3圧力口1
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テザーアンカー4接地点2

Cisco Catalyst 9130AX APを備えた Cisco C-ANT9104アンテナのアセンブリを表示します。

背面プレートを取り外すと、製品保証が無効になります。（注）

図 16 : C-ANT9104アンテナの組立図

背面プレート4Cisco C-ANT9104アンテナ1

イーサネットおよびコンソールの

ジャンパケーブル

5C9130AX APと C-ANT9104アンテ
ナを接続する DARTケーブル

2

Cisco Catalyst 9130AX AP3
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図 17 :連結マウントフランジのネジ穴の場所

ポール/マスト取付用止めネジ穴1

ホース留め金用長穴2

アンテナの設置
アンテナは、壁面または天井の平らな面、あるいは直径 5.08 cm（2インチ）～ 12.7 cm（5イ
ンチ）のポールに設置できます。

手順

ステップ 1 取り付ける場所を決定します。

取り付け場所の決定（13ページ）を参照してください。

ステップ 2 必要な工具と留め具の準備ができていることを確認してください。

必要な工具と機材（13ページ）を参照してください。

ステップ 3 アンテナの取り付けに移ります。

アンテナを取り付ける場合：

1. ブラケット金具を組み立てます。

2. アンテナとブラケットを取り付け面に接続します。

3. テザーアンカーを使用してアンテナを固定します（テザーストラップは含まれていませ
ん）。

4. 付属のアースネジと導電剤を使用して、アンテナをアースに接続します。
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5. アンテナの向きを調整します。

取り付けには次のオプションを利用できます。

•多関節ブラケットを使用した壁面または天井への取り付け（14ページ）

•ポールまたはマストへの取り付け

ステップ 4 （オプション）アンテナを塗装します。

アンテナの塗装（27ページ）を参照してください。

ステップ 5 ソーラーシールドを取り付けます。

ソーラーシールドの取り付け（27ページ）を参照してください。

取り付け場所の決定

アンテナを取り付ける場合、放射素子がある筐体の横または前に障害物がないようにしてくだ

さい。このアンテナを目的のカバレッジ領域に向けることを忘れないでください。したがっ

て、必要な機械的傾斜が得られるようにアンテナを取り付けて調整する必要があります。

すべての屋外設置と同様に、アンテナはケーブルを下に向けて設置する必要があります。これ

により、ケーブルの出口点の周囲に水がたまるのを防ぐことができます。

注意

必要な工具と機材

安全上の重要事項装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事

故防止対策に留意してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読

んでください。各警告の最後にある宣言番号を使用して、この装置用の各国語の安全上の警告

で、対応する翻訳を見つけてください。これらの注意事項を保存しておいてください。ステー

トメント 1071

危険

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の説明について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。ステートメント 1090
危険

感電のリスクを軽減するために、アンテナの適切な設置およびアース接続については、各国お

よび地域の規定を参照してください。ステートメント 1052
危険
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感電を避けるため、通常の使用中、この装置のシャーシは永久接続により接地する必要があり

ます。ステートメント 0445
危険

留め具および取り付け面は、アンテナおよびブラケットの重量とともに、アンテナにかかる風

圧を支えるため、最小引き抜き力 68 kg（150ポンド）を維持できる必要があります。
注意

ポールまたはマストは、アンテナの重量とともに、風圧による負荷に耐えられる堅牢なもので

ある必要があります。また、ポールまたはマストは、ホース留め金の締め付けに耐える強い構

造を持つ必要があります。

注意

アンテナを取り付ける前に、サポートされている取り付け手順を詳しく検討し、ここに記載さ

れているすべての工具と留め具が揃っていることを確認します。次に、アンテナおよびブラ

ケットのキットに含まれていない留め具と工具の一般的なリストを示します。

•壁や天井にアンテナを取り付けるには、4本のM8取り付けネジやボルトとウォールアン
カーが必要です。

•ポールまたはマストにアンテナを設置するには、次のいずれかまたは両方を用意する必要
があります。

•ホース留め金のネジを締めるマイナスドライバまたはレンチ

•止めネジを締める六角レンチ

多関節ブラケットを使用した壁面または天井への取り付

け

アンテナのテザーアンカーを使用して、アンテナアセンブリと取り付けハードウェアを安全な

取り付け面に固定します。取り付けキットには、テザーストラップは含まれていません。

（注）
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図 18 :アンテナおよびブランケット金具のアセンブリの分解図

締め付け値数量マウントブラケットキット番

号

—2マウントフランジ1

—1取り付けアーム2

20.0 +/- 1.0 Nm4M8 x 20ネジ3

25.0 +/- 1.0 Nm2M8ナット4

5.5 Nm～ 6 Nm2ホース留め金（マスト/ポールマウン
トのみ）

5

3.0 Nm～ 3.5 Nm2止めネジ（マスト/ポールマウントの
み）

6
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図 19 :方位角調整ピボットおよび仰角調整ピボットの拡大図
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図 20 :方位角調整

図 21 :仰角調整

手順

ステップ 1 アンテナの取り付け場所を決定します。
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ステップ 2 4本のM8ネジをブラケットの穴に通して使用して、取り付けフランジのうちの 1個を壁面ま
たは天井に取り付けます。

取り付けキットには、取り付けフランジが含まれています。図 13 :アンテナブラケットキッ
トの内容（9ページ）を参照してください。

取り付けキットには、ブラケットを取り付け面に固定するためのM8ネジは含まれ
ていません。

（注）

ステップ 3 4本のM8ネジをブラケットの穴に通して使用して、その他の取り付けフランジをアンテナの
背面に取り付けます。

ネジを 20.0 +/- 1.0 Nmのトルクで締めます。

ステップ 4 取り付けアームをフランジに組み付けます。

レンチを使用してすべてのネジとナットを締めます。図 18 :アンテナおよびブランケット金具
のアセンブリの分解図（15ページ）を参照してください。

ステップ 5 アンテナケーブルが下向きになるようにアンテナを正しく向けます。

レンチを使用して方位角および仰角の調整ピボットの留め具を緩めたり、締めたりします。

ステップ 6 アンテナの方位角（左右位置）および仰角（上下位置）を調整します。

調整ピボットナットを若干緩めて調整できるようにします。連結マウンティングアームとフラ

ンジブランケットの方位角および仰角のマークをガイドに従って使用します。図 19 :方位角
調整ピボットおよび仰角調整ピボットの拡大図（16ページ）を参照してください。方位角は
±60度まで調整可能（図 20 :方位角調整（17ページ）を参照）、仰角は +60/-90度まで調整
可能です（図 21 :仰角調整（17ページ）を参照）。

ステップ 7 アンテナ位置を調整したら、ピボットナットを締め付けます。

ピボットポイントですべてのナットを 25.0 +/- 1.0 Nmのトルクで締めます。

ステップ 8 終端キットを使用して、イーサネットケーブルをアンテナに接続します。

ステップ 9 アースキットを使用して、アンテナを建物のアースに接続します。

Cisco Catalyst 9130アクセスポイント（9104スタジアムアンテナ付き）の概要
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ポールまたはマストへの取り付け
図 22 :ポール取り付け用のアンテナブラケットホース留め金アセンブリ

ホース留め金を使用してポールまたはマ

ストに締め付ける関節付きマウントフラ

ンジ

3ポールまたはマストにアセンブリを取り

付けるためのワームギアタイプのホース

留め金（50～ 135 mm）

1

関節付きマウントアーム4アセンブリを壁に取り付けるためのネジ

穴。

2

始める前に

ポールまたはマストは、アンテナの重量とともに、風圧による負荷に耐えられる堅牢なもので

ある必要があります。さらに、マストは、ホース留め金の締め付けに耐える強い構造を持つ必

要があります。

（注）

手順

ステップ 1 ポールまたはマスト上のアンテナの取り付け場所を決定します。
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ステップ 2 キットに付属しているホース留め金を使用してポールまたはマストの取り付けフランジブラ
ケットに配置し、取り付けます。

ホース留め金を自在マウントフランジブラケットのスロットに通してください。

ステップ 3 アンテナがマストに完全に固定されるまでホース留め金を締め、ネジを固定します。

次に、アンテナを最終的な位置に調整します。次に、マイナスドライバを使用して、ホース留

め金のネジを締め付けます。

ステップ 4 4本のM8ネジを使用して、もう一方のマウントフランジをブラケットの穴を通してアンテナ
の背面に取り付けます。

取り付けキットには、取り付けフランジとM8ネジが含まれています。ネジを 20.0 +/- 1.0 Nm
のトルクで締めます。

ステップ 5 取り付けアームをフランジに組み付けます。

レンチを使用してすべてのネジとナットを締めます。

ステップ 6 アンテナがマストのまわりを回転しないことを確認します。

ステップ 7 アンテナの方位角（左右位置）および仰角（上下位置）を調整します。

調整ピボットナットを若干緩めて調整できるようにします。

関節付きマウントアームにある方位角と仰角のマーキング、および壁面のフランジをガイドと

して使用します。図 19 :方位角調整ピボットおよび仰角調整ピボットの拡大図（16ページ）
を参照してください。方位角は ±50度まで調整可能（図 20 :方位角調整（17ページ）を参
照）、仰角は ±50度まで調整可能です（図 21 :仰角調整（17ページ）を参照）。

ステップ 8 アンテナの位置を調整したら、ピボットポイントですべてのナットを 25.0 +/- 1.0 Nmのトルク
で締めます。

ステップ 9 終端キットを使用して、イーサネットケーブルをアンテナに接続します。

アンテナへのアースの接続
アンテナは、電源を接続する前に接地する必要があります。

手順

ステップ 1 オプションのソーラーカバーを使用する場合は、ソーラーシールドキットに含まれている接地
スタンドオフを取り付けます。

付属の導電剤を接地スタンドオフの両端に使用し、スタンドオフを 10.2 +/- 1.0 kgf-cmのトル
クで締めます。

ステップ 2 付属のアースネジと付属の導電剤でアンテナを建物のアースに接続します。

Cisco Catalyst 9130アクセスポイント（9104スタジアムアンテナ付き）の概要
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アースネジを 10.2 +/- 1.0 kgf-cmのトルクで締めます。

アクセスポイントへのイーサネットケーブルの接続

アクセスポイントへのCAT 5eイーサネットケーブルとグランドアセン
ブリの設置

図 23 : CAT 5eケーブルグランドアセンブリ

ナット4CAT 5e RJ45プラグ1

ケーブルシール5ガスケット

クランプリングに取り付け済みです。

2

ケーブルシーリングナット6クランプリング3

始める前に

次の工具および資材を用意する必要があります。

•直径 5～ 9 mm（0.2～ 0.35インチ）のシールド付き屋外用 CAT 5eイーサネットケーブル

• CAT 5e RJ-45コネクタと取り付けツール

•可動レンチまたは 28 mmボックスレンチ

• CAT 5eグランドキットは APに標準で付属しています。

Cisco Catalyst 9130アクセスポイント（9104スタジアムアンテナ付き）の概要
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付属の CAT 5eグランドは、CAT 5eケーブルのみで使用する必要があります。CAT 6/6Aケー
ブルを使用する場合は、シスコに注文可能なアクセサリであるAIR-ACC-CAT6=キットを使用
する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 パワーインジェクタの電源を切り離し、APのすべての電源がオフになっていることを確認し
ます。

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り

外し、装置の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
危険

ステップ 2 6AWGのアース線がAPに接続されていることを確認します（アンテナへのアースの接続（20
ページ）を参照）。

ステップ 3 PoEポートからカバーキャップを取り外します。

ステップ 4 ケーブルグランドのケーブルシーリングナットを逆時計回りに回し、緩めて取り外します。

ケーブルグランドがゴム製シールを持ち、破損がないことを確認してください。（注）

ケーブルグランドとゴム製ガスケットが正しく取り付けられていないと、ケーブル

グリップから漏れが発生します。

注意

ステップ 5 ケーブルシールとシーリングナットを再度取り付けます。

ステップ 6 イーサネットケーブルの非終端側をケーブルグランドのシーリングナット側の端に差し込みま

す。

イーサネットケーブルを適切なサイズのケーブルシールに通し、適合対象のコンポーネントか

らケーブルを数インチ引き出します。

ステップ 7 イーサネットケーブル取り付け工具を使用して、イーサネットケーブルの非終端側にRJ-45コ
ネクタを取り付けます。

Cisco Catalyst 9130アクセスポイント（9104スタジアムアンテナ付き）の概要
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ケーブルが入る RJ45コネクタの端に、ケーブルフォイル、シールド、または終端
処理時に剥がされた被覆がないことを確認します。素材が残っていると、内部コン

ポーネントの干渉が発生し、RJ45ポートを適切に密閉できなくなる可能性があり
ます。

ケーブルが入る RJ45コネクタの端は、ケーブルフォイル、シールド、またはこ
の回線での終端処理時に剥がされた被覆を終端処理します。

1

（注）

ステップ 8 終端処理された RJ45コネクタを、止まるまでクランプリングにスライドさせます。

ケーブルを引いて、コネクタがクランプリングに装着されていることを確認します。

ステップ 9 ケーブルシールナットを回して、ケーブル被覆の周りのシールを締めます。

モンキーレンチまたは 18 mmレンチを使用して、8～ 10 kgf-cm（7～ 9 lbf-in）のトルクで締
め付けます。

ステップ 10 RJ45ケーブルグランドアセンブリを APのポートに挿入します。

ネジナットを APネジ付きポートにねじ込み、グランドがポートに確実にシールされるように
手で締めます。可能であれば、17 kgf-cm（15 lbf-in）までトルクをかけます。

ステップ 11 イーサネットケーブルを適切に引き回し、余分なケーブルを切り落とします。

ステップ 12 ケーブルの非終端側に RJ-45コネクタを取り付け、パワーインジェクタまたはデバイス PoE
ポートに差し込みます。

ステップ 13 パワーインジェクタの電源を入れます。
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アンテナへの CAT 6/6Aイーサネットケーブルとグランドアセンブリの
設置

図 24 : CAT 6/6aケーブルグランドアセンブリ

ナット5CAT 6/6A RJ45プラグ1

ケーブルシール（ケーブル OD範囲は 5〜
7 mm）
6RJ45ワイヤロードバー

プラグに接続される方向に注意してください。

2

ケーブルシール（ケーブル OD範囲は 7〜
9 mm）
7ガスケット

クランプリングに取り付け済みです。

3

ケーブルシーリングナット8クランプリング4

始める前に

次の工具および資材を用意する必要があります。

•直径 5～ 9 mm（0.2～ 0.35インチ）のシールド付き屋外用イーサネットケーブル（CAT
6または CAT 6A）

• CAT 6 RJ-45コネクタ取り付けツール
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•可動レンチまたは 28 mmボックスレンチ

• AIR-ACC-CAT6=キットとは別売りの CAT 6/CAT 6Aグランド

付属の CAT 5eグランドは、CAT 5eケーブルのみで使用する必要があります。CAT 6/6Aケー
ブルを使用する場合は、シスコに注文可能なアクセサリであるAIR-ACC-CAT6=キットを使用
する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 パワーインジェクタの電源を切り離し、APのすべての電源がオフになっていることを確認し
ます。

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り

外し、装置の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
危険

ステップ 2 6 AWGのアース線がアンテナに接続されていることを確認します（アンテナへのアースの接
続（20ページ）を参照）。

ステップ 3 PoEポートからカバーキャップを取り外します。

ケーブルグランドがゴム製シールとガスケットを持っていることを確認してくださ

い。損傷がないことを確認します。

（注）

ケーブルグランドとゴム製ガスケットが正しく取り付けられていないと、ケーブル

グリップから漏れが発生します。

注意

ステップ 4 ケーブルグランドのケーブルシーリングナットを逆時計回りに回し、緩めて取り外します。

ステップ 5 イーサネットケーブルの非終端側をケーブルシーリングナット側に差し込みます。

イーサネットケーブルを適切なサイズのケーブルシールに通し、グランドコンポーネントから

ケーブルを数インチ引き出します。

使用されるイーサネットケーブルのODに適合する適切なケーブルシールを取り付
けます。

（注）

ステップ 6 ケーブルシールをクランプリングに挿入し、ケーブルシールナットをクランプリングに戻しま

す。

クランプリングは締め付けないでください。

ステップ 7 イーサネットケーブル取り付け工具を使用して、イーサネットケーブルの非終端側にCAT6/6A
RJ45コネクタを取り付けます。

一般的な CAT6/6Aイーサネットコネクタの取り付け手順に従います。コネクタの金属製スト
レインラグの端を外側のケーブル被覆、フォイル、およびアース線（装備されている場合）に

折り重ねて圧着します。
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ケーブルが入る RJ45コネクタの端に、ケーブルフォイル、シールド、および終端
処理時に剥がされた被覆がないことを確認します。素材が残っていると、内部コン

ポーネントの干渉が発生し、RJ45ポートを適切に密閉できなくなる可能性があり
ます。

ケーブルが入る RJ45コネクタの端は、ケーブルフォイル、シールド、またはこ
の回線での終端処理時に剥がされた被覆を終端処理します。

1

注意

•図に示すとおり、ノッチがコネクタに合うようにロードバーを配置して挿入し
ます。

•個々の導線のシーケンスが反対側の接続端と一致することを確認します。通常
のシーケンスは、T568Bのピン割り当て規格に準拠しています。

（注）

ステップ 8 終端処理された RJ45コネクタを、止まるまでクランプリングにスライドさせます。

ケーブルを引いて、コネクタがクランプリングに装着されていることを確認します。

ステップ 9 ケーブルの周りのケーブルシールナットを締めます。

18mmレンチまたはモンキーレンチを使用して、ナットを 8～ 10 kgf-cm（7～ 9 lbf-in）で締め
ます。

ステップ 10 RJ45ケーブルグランドアセンブリを APポートに取り付けます。

ネジナットを APネジ付きポートにねじ込み、グランドがポートに確実にシールされるように
手で締めます。可能であれば、17 kgf-cm（15 lbf-in）までトルクをかけます。

ステップ 11 イーサネットケーブルを適切に引き回し、余分なケーブルを切り落とします。

ステップ 12 ケーブルの非終端側に RJ-45コネクタを取り付け、パワーインジェクタまたはデバイス PoE
ポートに差し込みます。

個々の導線のシーケンスが反対側の接続端と一致することを確認します。通常の

シーケンスは、T568Bのピン割り当て規格に準拠しています。
（注）
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ステップ 13 パワーインジェクタの電源を入れます。

アンテナの塗装
標準外装グレードのオイルベースまたはラテックス塗料を使用すれば、アンテナおよびブラ

ケットを塗装しても性能に影響はありません。メタリックまたはメタリックフレーク塗料はア

ンテナの性能が落ちるため使用しないでください。

アンテナの塗装前に、アンテナ背面の左下にある圧力解放口をマスキングテープで覆い、詰ま

らないようにします。後で必ずテープを取り外してください。

（注）

ソーラーシールドの取り付け
図 25 :ソーラーシールド
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アンテナにソーラーシールドを取り付け

るためのM4ネジ。
4取り付けアーム1

ソーラーシールド使用時の接地点5ソーラーシールド（C-ANT9104-CVR=）2

M8ナット3

設置場所でアンテナが太陽にさらされる場合は、太陽から APを保護するオプションのアクセ
サリであるソーラーシールドを注文して取り付けることができます。壁または柱に取り付ける

前に、4本のM4ネジを使用してアンテナにソーラーシールドを取り付けます。

PID C-ANT9104-CVR=を使用して、オプションのソーラーシールドアクセサリを注文できま
す。

手順

ステップ 1 オプションのソーラーカバーを使用する場合は、ソーラーシールドキットに含まれている接地
スタンドオフを取り付けます。

付属の導電剤を接地スタンドオフの両端に使用し、スタンドオフを 10.2 +/- 1.0 kgf-cmのトル
クで締めます。

ステップ 2 付属のアースネジと付属の導電剤でアンテナを建物のアースに接続します。

アースネジを 10.2 +/- 1.0 kgf-cmのトルクで締めます。

ステップ 3 ソーラーシールドを取り付ける前に、テザーアンカーにテザーストラップを取り付けます。

テザーストラップはパッケージに含まれていません。（注）

ステップ 4 アンテナを壁または柱に取り付ける前に、ソーラーシールドを取り付けます。
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図 26 :ソーラーシールドのアンテナへの取り付け

4本のM4ネジを使用してソーラーシールドを取り付け、10.2 +/- 1.0 kgf-cmのトルクで締め付
けます。

ステップ 5 アンテナを壁または柱に取り付けます。

ステップ 6 アンテナをアースに接続します。

付属のアースネジに導電剤を塗布し、10.2 +/- 1.0 kgf-cmのトルクで締め付けます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


